
UHEC都市居住評価センター

８　音環境に関すること

■ グループ分けの考え方
住戸のグループ分けは下記の条件により分類する。
ｉ） 住戸の階区分　（最上階住戸、中間階住戸、最下階住戸）
ｉｉ）
iiｉ）
iiiｉ） その他（間取りの違い）

■ 設計内容説明書の作成
① 共通

1）

2）

3）

②
イ） 重量床衝撃音対策等級　（等級5～等級１）
・

ロ）
・ 相当スラブ厚は下の式により算出する
ｈｓ＝ｈ1×10ΔＬ/40×100

③
イ） 軽量床衝撃音対策等級　(等級5～等級1）
・

ロ）

④

⑤ 透過損失等級（外壁開口部）　（等級3～等級1）
・ 日本工業規格Ａ4706に規定された試験方法により確かめられた透過損失の平均値又は
日本工業規格Ａ4706に規定された遮音等級により評価する。

床構造区分(均質単板スラブ230㎜～130㎜、ボイドスラブ280㎜～200㎜）の種類と床仕上げ
構造区分の組み合わせで評価する。（評価住戸の受音室単位で最も高い評価を受けた等
級及び最も低い評価を受けた等級の両方を表示する。）

軽量床衝撃音レベル低減量　（低減量ｄｂ　　30ｄｂ、25ｄｂ、20ｄｂ、15ｄｂ、その他）
床仕上げの構造種類により評価する。（評価住戸の受音室単位で最も高い評価のレベル低
減量及び最も低い評価のレベル低減量の両方を表示する）

透過損失等級（界壁）　（等級4～等級1）
・ 界壁の構造（厚さ）　・界壁に欠きこみ無し　・界壁の仕上げ　　により評価する。

軽量床衝撃音対策　（下記のいずれかで評価する）

床スラブ、戸境壁等の構造躯体種別及び厚さ
床仕上げ、戸境壁仕上げ、サッシ遮音等級等の種別

住戸番号欄に住戸番号を記入する。住戸数が多い場合は別紙参照・グループ分け図の代
表住戸番号記入でも良い。

設計内容説明書（兼自己評価書）に該当する項目に■チェックマーク及び諸元を記入し、評
価項目ごとに自己評価を記入する。

「重量床衝撃音対策」「軽量床衝撃音対策」「透過損失等級（界壁）」「透過損失等級（外壁開口
部）」の４項目について評価します。

重量床衝撃音対策　（下記のいずれかで評価する）

床の仕上げの構造、・床の端部拘束条件、・スラブの等価厚さ、・受音室の面積の組み合わ
せにより評価する。（評価住戸の受音室単位で最も高い評価を受けた等級及び最も低い評
価を受けた等級の両方を表示する）

相当スラブ厚（重量床衝撃音）　（相当スラブ厚　27㎝以上、20㎝以上、15㎝以上、11㎝以上、その他）

ｈｓ：相当スラブ厚（単位㎝）　　ｈ1：床の等価厚さ（単位m）　　ΔＬ：床仕上げ構造の重量床衝撃音レベル低減量（単位ｄＢ）

（評価住戸の受音室単位で最も高い評価を受けた相当スラブ厚及びび最も低い評価を受け
た相当スラブ厚の両方を表示する）

評価者記入欄・確認欄は、ＵＨＥＣで記入するので、申請時は□印とする。
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UHEC都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書） 案件略称： 虎ノ門マンション

8-1 重量床衝撃音対策等級  評価方法：■評価方法基準による　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

201203, □８－１- イ 上階界床 床構造等 ･スラブの種類･厚さ 対策等級の場合

301,303, 重量床衝撃音 　■均質単板スラブ　　　                                                   （　　230  　㎜） 最高等級

401,403 遮断対策等級 　□ボイドスラブ　　        　　       （　 　    　   　㎜） （等価厚さ    　　㎜） ５ ４ ３ ２ １ Ａ－２２ □

･端部拘束条件　　　            最高（  　 2 　辺）  最低（     2　　辺） Ａ－３８

□８－１- ロ □該当 ･受音室名/面積　最高等級部屋 （　　   和室    　/ 10.5　㎡） 最低等級 Ａ－１２・２５

相当スラブ厚 　無し 　　　　　  　　 最低等級部屋 （　　    ＬＤ   　/ 　18.3　㎡） ５ ４ ３ ２ １

床仕上げ 最高 ･床仕上げ材

  構造等 等級 　□織じゅうたん（JIS L4404） 　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）  

部屋 　□ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS L4405)　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　） 　　　

　□畳(JIS L5902)　　　　　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　■建材畳(JIS L5914)　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　） Ａ－０４・３８

　□木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材                                                 （厚　          　㎜） □

　□その他（　　　     　　　　　　　 　）

・施工方法　　　　　　　　　　　　　　　　　・相当スラブ厚の場合

　□直接床構造の上に施工　　　　　　　　　　　   □試験によるもの

　□乾式二重床下地構造の上に施工　　　　　　　   □その他 Ａ－３８

　■発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系下地構造材の上に施工

最低 ･床仕上げ材

等級 　□織じゅうたん（JIS L4404）   □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）  

部屋 　□ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS L4405)　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□畳(JIS L5902)　　　　　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□建材畳(JIS L5914)　  　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　■木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材                                            （厚　  12   　㎜） Ａ－３８ □

　□その他（　 　　　）

・施工方法　　　　　　　　　　　　　　　　　・相当スラブ厚の場合

　□直接床構造の上に施工　　　　　　　　　　　　□試験によるもの

　■乾式二重床下地構造の上に施工　　　　　　　□その他 Ａ－３８

　□発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系下地構造材の上に施工

相当スラブ厚 　　　　　　　　　　　　　　　  　　  　　　　　 　　           最高　                 最低 相当スラブ厚

（８-１-イの  ･相当スラブ厚 (　    ２３   　ｃｍ) (　  　 ２３  　ｃｍ)  最高 （cm以上)  

　場合は記入  ･ｍ：床躯体の面密度 　　       (　 ５７６ 　kg/ｍ2) (　 ５７６  　kg/ｍ2)  27   20   15 □

　不要）  ･Ei :ヤング係数　   　              (　2.4х1010Ｎ/ｍ2) (　2.4х1010Ｎ/ｍ2)       11   その他  　

 ･I i : 幅１ｍ当たりの断面2次ﾓｰﾒﾝﾄ (　   0.0010 ｍ4/ｍ) (　   0.0010 ｍ4/ｍ)  最低 （cm以上)   

 ･h1：等価厚さ (　 　０．２３   　ｍ) (　 　０．２３   　ｍ)  27   20   15     　

□不選択  ･ΔL:重量床衝撃音レベル低減量 (　　    ０      　　dB) (　　    ０      　　dB) 　  11　その他     　

評価者記入欄

確
認

備考

8．音環境に関すること （重量床衝撃音：上階）

住戸
グループ
番号及び
室番号

性能表示
事項

確認項目 項　目 設　計　内　容　説　明　欄 自己評価等級
申請者記入
特記事項
・備考欄

図面番号・その他

3
.2

.4
-
3 

重量床衝撃音遮音 

対策等級を選択 
した場合の等級 

相当スラブ厚を 
選択した場合 

床衝撃音遮断 
対策等級か 

相当スラブ厚 
を選択して 
下さい 

上階床の評価用シート 



UHEC都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書） 案件略称： 虎ノ門マンション

8-1 重量床衝撃音対策等級  評価方法：■評価方法基準による　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□８－１- イ 下階界床 床構造等 ･スラブの種類･厚さ 対策等級の場合

重量床衝撃音 　□均質単板スラブ　　　                                                   （　　　   　  　㎜） 最高等級

遮断対策等級 　□ボイドスラブ　　        　　       （　 　       　　㎜） （等価厚さ    　　㎜） ５ ４ ３ ２ １ □

･端部拘束条件　　　            最高（  　     　辺）  最低（       　　辺）

□８－１- ロ □該当 ･受音室名/面積　最高等級部屋 （　　         　   　/ 　      　㎡） 最低等級

相当スラブ厚 　無し 　　　　　  　　 最低等級部屋 （　  　        　  　/ 　      　㎡） ５ ４ ３ ２ １

床仕上げ 最高 ･床仕上げ材

  構造等 等級 　□織じゅうたん（JIS L4404） 　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）  

部屋 　□ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS L4405)　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　） 　　　

　□畳(JIS L5902)　　　　　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□建材畳(JIS L5914)　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材                                                 （厚　          　㎜） □

　□その他（　　　     　　　　　　　 　）

・施工方法　　　　　　　　　　　　　　　　　・相当スラブ厚の場合

　□直接床構造の上に施工　　　　　　　　　　　   □試験によるもの

　□乾式二重床下地構造の上に施工　　　　　　　   □その他

　□発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系下地構造材の上に施工

最低 ･床仕上げ材

等級 　□織じゅうたん（JIS L4404）   □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）  

部屋 　□ﾀﾌﾃｯﾄﾞｶｰﾍﾟｯﾄ(JIS L4405)　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□畳(JIS L5902)　　　　　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□建材畳(JIS L5914)　  　　  □左記と同等　根拠（ 　   　 　    　　）

　□木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ材                                            （厚　          　㎜） □

　□その他（　 　　　）

・施工方法　　　　　　　　　　　　　　　　　・相当スラブ厚の場合

　□直接床構造の上に施工　　　　　　　　　　　　□試験によるもの

　□乾式二重床下地構造の上に施工　　　　　　　□その他

　□発砲ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系下地構造材の上に施工

相当スラブ厚 　　　　　　　　　　　　　　　  　　  　　　　　 　　           最高　                 最低 相当スラブ厚

（８-１-イの  ･相当スラブ厚 (　      　     　ｃｍ) (　  　         　ｃｍ)  最高 （cm以上)  

　場合は記入  ･ｍ：床躯体の面密度 　　       (　   　     　kg/ｍ2) (　   　    　kg/ｍ2)  27   20   15 □

　不要）  ･Ei :ヤング係数　   　              (　    　 　　Ｎ/ｍ2) (　  　   　　Ｎ/ｍ2)       11   その他  　

 ･I i : 幅１ｍ当たりの断面2次ﾓｰﾒﾝﾄ (　　　        ｍ4/ｍ) (　　   　     ｍ4/ｍ)  最低 （cm以上)   

 ･h1：等価厚さ (　 　　          　ｍ) (　  　         　   ｍ)  27   20   15     　

□不選択  ･ΔL:重量床衝撃音レベル低減量 (　    　         　dB) (　  　           　dB) 　  11　その他     　

評価者記入欄

確
認

備考

8．音環境に関すること （重量床衝撃音：下階）

住戸
グループ
番号及び
室番号

性能表示
事項

確認項目 項　目 設　計　内　容　説　明　欄 自己評価等級
申請者記入
特記事項
・備考欄

図面番号・その他

下階床の評価用シート 



UHEC都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書) 案件略称： 虎ノ門マンション

8－2　軽量床衝撃音対策等級 評価方法：■評価方法基準による　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

401、 ８－２- イ 上階界床 床構造の ･床構造の区分（最高） 最高等級  □

402、 軽量床衝撃音 　区分等 　（□床構造１　□床構造２　□床構造３　□その他） ５ ４ ３ ２ １

403 遮断対策等級 ･床構造の区分（最低） 最低等級

　（□床構造１　□床構造２　□床構造３　□その他） ５ ４ ３ ２ １

･受音室名　最高等級部屋（　　　　　　）最低等級部屋（　　　　　　）

８－２- ロ 床仕上げ材 ･床仕上げ構造の区分（最高） 最高(dB)  □

軽量床衝撃音 　の区分等 　（□床仕上げ構造１　□床仕上げ構造２　□床仕上げ構造３　 30    25　20

レベル低減量 　　□床仕上げ構造４　□床仕上げ構造５） 　15　その他

（床仕上げ 　　根拠（　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　 　） 　

　構造） ･床仕上げ構造の区分（最低） 最低(dB)

　（□床仕上げ構造１　□床仕上げ構造２　□床仕上げ構造３　 30    25　20

　　□床仕上げ構造４　□床仕上げ構造５） 15　その他

　　根拠（　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

８－２- イ 下階界床 床構造の ･床構造の区分（最高） 最高等級 □

軽量床衝撃音 　区分等 　（■床構造１　□床構造２　□床構造３　□その他） ５ ４ ３ ２ １ Ａ－１２・２２・２３

遮断対策等級 ･床構造の区分（最低） 最低等級

　（■床構造１　□床構造２　□床構造３　□その他） ５ ４ ３ ２ １

･受音室名　最高等級部屋（　ＬＤ　　）最低等級部屋（　和室　　）

８－２- ロ 床仕上げ材 ･床仕上げ構造の区分（最高） 最高(dB)  □

軽量床衝撃音 　の区分等 　（■床仕上げ構造１　□床仕上げ構造２　□床仕上げ構造３　800ｍｍ以上　                           　　　（玄関　　　　　ｍｍ）　　　　　　　　　 30    25　20

レベル低減量 　　□床仕上げ構造４　□床仕上げ構造５）750ｍｍ以上　　　　　　　　　　　　　（玄関　　　　　ｍｍ）　　　　 15　その他

（床仕上げ Ａ－０４・２２・３８

　構造） ･床仕上げ構造の区分（最低） 最低(dB)

　（□床仕上げ構造１　□床仕上げ構造２　□床仕上げ構造３　 30    25　20

　　■床仕上げ構造４　□床仕上げ構造５） 15　その他

□不選択 　　根拠（厚さ５５ｍｍの建材畳床 ）

　　根拠（厚さ８ｍｍの合成繊維フェルトの直上に毛足長さ４ｍｍのループパイル）

図面番号・その他

評価者記入欄

確
認

備考

■該当
　無し

□該当
　無し

8．音環境に関すること （軽量床衝撃音）

住戸
グループ
番号及び
室番号

性能表示
事項

確認項目 項　目 設　計　内　容　説　明　欄 自己評価等級
申請者記入
特記事項
・備考欄

軽量床衝撃音遮断対策等級
か軽量床衝撃音レベル低減
量のいずれかを選択してくだ

軽量床衝撃音レ
ベル低減量を選



UHEC都市居住評価センター

設計内容説明書（兼 自己評価書） 案件略称： 虎ノ門マンション

8-3　透過損失対策等級（界壁）　　　　　　評価方法：■評価方法基準による　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

8-4　透過損失対策等級（外壁開口部）　　　評価方法：■評価方法基準による　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

ｸﾞﾙｰﾌﾟ番号 ① ② ③

８－３ 界壁の 界壁の構造・ ■RC造　　□SRC造　　□SC造 ○ ○ ○ □

透過損失 遮音性能 仕様 　■普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚さ（　１８０㎜） A-22・25

等級 （最も性能 　□軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚さ（　　　　㎝）面密度（　　　　　）相当

（界壁） の低いもの） 　□無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　厚さ（　　　　㎝）面密度（　　　　　）相当

　□ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造　　□れんが造　　□石造

　　　　　　　　厚さ（　　　　㎝）面密度（　　　　　）相当

　□両面ﾓﾙﾀﾙ塗　厚さ（　　　　㎜）

　 　□両面ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 厚さ（　　　　㎜）

付帯条件 ■ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽの位置等が対面する位置に欠き込み設置なし ○ ○ ○

■界壁とボード類の間に接着モルタル等の点付けによる空隙なし Ｅ－２０・Ａ－３５

□該当無し

□不選択 自 己 評 価 等 級 等級３ 等級３ 等級３

８－４ 開口部の 北の方位の ■JISの遮音等級表示品　（ □T-4　□T-3　■T-2　□T-1 ） ○ ○ ○ □

透過損失 遮音性能 ｻｯｼ・ ﾄﾞｱｾｯﾄ □その他試験を行うもの　（　　　　ｄB） A-０2・４０

等級 （遮音性能が 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

（外壁 最も低いもの） 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

開口部） □該当無し 自 己 評 価 等 級 等級３ 等級３ 等級３

東の方位の ■JISの遮音等級表示品　（ □T-4　□T-3　■T-2　□T-1 ） ○ □

ｻｯｼ・ ﾄﾞｱｾｯﾄ □その他試験を行うもの　（　　　　ｄB） A-０2・４０

（遮音性能が 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

最も低いもの） 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

□該当無し 自 己 評 価 等 級 等級３

南の方位の ■JISの遮音等級表示品　（ □T-4　□T-3　■T-2　□T-1 ） ○ ○ ○ □

ｻｯｼ・ ﾄﾞｱｾｯﾄ □その他試験を行うもの　（　　　　ｄB） A-０2・４０

（遮音性能が 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

最も低いもの） 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

□該当無し 自 己 評 価 等 級 等級３ 等級３ 等級３

西の方位の ■JISの遮音等級表示品　（ □T-4　□T-3　■T-2　□T-1 ） ○ □

ｻｯｼ・ ﾄﾞｱｾｯﾄ □その他試験を行うもの　（　　　　ｄB）

（遮音性能が 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ） A-０2・４０

最も低いもの） 　　試験機関（　　　　　　　　）試験番号（ ）

□不選択 □該当無し 自 己 評 価 等 級 等級３

申請者記入
特記事項
・備考欄

 図面番号・その他

8．音環境に関すること （透過損失）

性能表示
事項

確認項目 項　目 設　計　内　容　説　明　欄

住戸番号
(別紙記入可)

２０１
３０１
４０１

２０２
３０２
４０２

評価者記入欄

確
認

備考

２０３
３０３
４０３


